
 
 

第１４１回教育研究評議会議事要旨 

 

日  時：平成２７年３月１０日（火） ９時３０分～１１時４５分 

場  所：事務局１号館４階 特別大会議室 

出 席 者：岡，古賀，田中，吉岡，纐纈，三池，山内，内藤，三浦，田口，根ヶ山，岡村，成富，松

野，山田，木曾，坂井田，進士，植村，上西，佐藤，高木，杉浦，兵藤，小林，中市，清

水，朝日，山本 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：坂本，糸長 

 

 Ⅰ 議事要旨の確認 

 学長から，第１４０回教育研究評議会議事要旨の確認があり，原案のとおり承認された。 

    

 Ⅱ 審議事項 

  １ 山口大学名誉教授の称号付与について 

     学長から，審議資料１に基づき，山口大学名誉教授の称号付与について諮られ，審議の結

果，原案のとおり承認された。 

 

  ２ 地域未来創生センターの新設及び関係規則の一部改正について 

学長，三浦副学長から，地域未来創生センターを新設することについて，審議資料２に基

づき，趣旨・経緯の説明があった後，地域連携推進センター規則の一部改正について，説明

があり，原案のとおり承認された。 

 

３ 反社会的勢力に対する基本方針の制定について      

古賀理事から，審議資料３に基づき，反社会的勢力に対する基本方針の制定について説明

があった後，原案のとおり承認された。 

 

４   学則等の一部改正について                  

古賀理事から，審議資料４に基づき，学則等の一部改正について説明があり，審議の結果，

原案のとおり承認された。 

また，字句の修正等が生じた場合は学長に一任することが承認された。 

 

５  山口大学業務方法書の変更について              

古賀理事から，国立大学法人法第35条において準用される独立行政法人通則法第28条第２

項が改正されたことに伴い，国立大学法人山口大学業務方法書に内部統制システムの整備に

ついて記載する旨審議資料５に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。 

           

  ６ 教職大学院の設置申請について 

     古賀理事から，大学院教育学研究科教職実践高度化専攻（教職大学院）の設置申請につい

て，審議資料６に基づき説明があり，審議の結果，教職大学院を平成２８年４月に設置する



 
 

ことについて原案のとおり承認された。 

 

７ 平成２７年度年度計画について               

古賀理事から平成27年度年度計画について審議資料７に基づき説明があり，審議の結果，

原案のとおり承認された。 

 

  ８ ダブル・ディグリー・プログラムに関するガイドラインの策定について 

 纐纈理事から，審議資料８に基づき，ダブル・ディグリー・プログラムに関するガイドラ

インの策定，及び検討する必要がある学位を授与するための最低限の情報を掲載したディプ

ロマ・サプリメントについて，産業技術大学院大学の様式を例にしながら説明があった。 

  （主な意見） 

・ダブル・ディグリーの相手校にも説明ができるよう，ガイドラインの英語版を作成する必要 

がある。 

・山口大学としてのダブル・ディグリーの方針を提示して欲しい。 

 

  ９ カリキュラム・ポリシーの成文化及びディプロマ・ポリシーの整理について 

纐纈理事から，各学部・研究科のカリキュラム・ポリシーの成文化及びディプロマ・ポリ

シーの整理について審議資料９に基づき説明があり，原案のとおり承認された。続いて，内

藤副学長から，会議日の３月１０日からの大学ポートレート公開に伴い，これらのポリシー

も，同ポートレートに掲載することが承認された。 

   （主な意見） 

・各学部・研究科によるカリキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポリシーが整理されたので，

引き続き大学全体を包括するポリシーの策定の検討が必要である。 

 

１０ 学生の表彰について                 

纐纈理事から，学生の表彰について，審議資料１０-１，１０-２に基づき，学長表彰候補者

に関する説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。 

 

１１ 「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」の制定等について      

三池理事から，文部科学省が策定した「研究活動における不正行為への対応等に関する 

ガイドライン」について平成 27 年４月１日までに機関としての体制を整える必要があるため，

本学においても，新たなガイドラインの策定及び関連規則の改正が必要となる旨審議資料11に

基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。  

 

１２ 「国立大学法人山口大学における人を対象とする医学系研究に関する規則」等の制定について  

三池副学長から，文部科学省及び厚生労働省が制定した「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」について，平成 27 年４月１日に機関としての体制を整える必要があるため，「国立

大学法人山口大学における人を対象とする医学系研究に関する規則」「国立大学法人山口大学に

おけるヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規則」の制定について審議資料 12 に基づき説明が



 
 

あり，審議の結果，原案のとおり承認された。  

 

１３ 山口大学活動白書（平成26年度版）（案）について     

内藤副学長から，審議資料13に基づき，山口大学活動白書（平成26年度版）について， 

平成 25 年度版からの主な変更点及び今後のスケジュールについて説明があり，原案のとおり

承認された。 

    なお，今後の字句の修正については，評価委員会に一任することについて承認された。 

 

 Ⅲ 報告事項 

  １ 中国・四国地区国立大学長会議について  

学長から，報告資料１に基づき，３月４日に開催された中国・四国地区国立大学長会議及

び臨時中国・四国地区国立大学長懇談会について説明があった。 

 

  ２ 国立大学協会総会について                                    

学長から，報告資料２に基づき，３月５日に開催された国立大学協会総会について説明が

あった。    

  

  ３ 教員選考報告について                       

   学長から，教員選考報告について，報告資料３に基づき報告があった。 

     

  ４ 第３期中期目標・中期計画（素案）について                        

         古賀理事から，平成２７年６月末に文部科学省へ提出することとなっている第３期中期目

標・中期計画の第１次素案について，報告資料４に基づき説明があった。この素案について，

各部局においての意見を取り纏めるため，改めてメールにて３月２０日までに意見提出を依

頼する予定である旨説明があった。 

   

５ 山口大学創基２００周年記念事業について             

田中理事から，山口大学創基２００周年記念募金状況及び企業等訪問実績について，報告

資料５に基づき報告があった。 

  

  ６ 国際学術交流協定締結等について                   

        三浦副学長から，報告資料６に基づき，国際学術交流協定の更新等について報告があった。 

 

  ７ 学生の身分について                    

        学生の身分について，報告資料７に基づき，当該学生の所属部局長から報告があった。 

 

  

 

 

  



 
 

【配付資料】 

第１４０回教育研究評議会議事要旨（案） 

 

＜審議資料＞ 

 １ 名誉教授推薦調書 【会議終了後回収】 

 ２ 地域未来創生センターの新設（提出） 

３ 反社会的勢力に対する基本方針・理由書 

４ 国立大学法人山口大学学則等の一部改正について 

５ 山口大学業務方法書の変更について 

６ 教職大学院の設置について 

７ 平成２７年度国立大学法人山口大学年度計画（案） 

８ 山口大学と外国の大学とのダブル・ディグリーに関するガイドライン（案） 

９ カリキュラム・ポリシーの成文化及びディプロマ・ポリシーの整理について 

１０-１ 国立大学法人山口大学学則に定める学生の表彰に関する申合せ 

１０-２ 平成２６年度学生表彰候補者等調書 【会議終了後回収】 

１１ 「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」の制定について 

１２ 「国立大学法人山口大学における人を対象とする医学系研究に関する規則」等の制定に

ついて 

１３ 山口大学活動白書について 

 

＜報告資料＞ 

１ 中国・四国地区国立大学長会議について 

２ 国立大学協会総会について 

３-１ 教員選考報告書 

３-２ 特命教員選考報告書 

４ 第３期中期目標・中期計画（素案）について 

５ 山口大学創基２００周年募金状況 

６ 国際学術交流協定の締結等について 

７ 学生の身分について 


